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指定都市市長会シンポジウム in 札幌 

 

スポーツとまちづくり  

～スポーツがもたらす都市の豊かさ 

         東京 2020 を契機とした地方創生～ 
 

講演録 
 

日時：令和２年２月１５日（土）１７：００～１９：１０ 

会場：札幌市教育文化会館小ホール 

 

【北海道オール・オリンピアンズトーク】 

テーマ： 

「北海道出身のオリンピアン・パラリンピアンが語るオリンピック・パラリンピックの

魅力」 

コーディネーター：鈴木 靖（オリンピアン） 

パネリスト：阿部雅司（オリンピアン）、成田郁久美（オリンピアン）、藤田征樹（パラ

リンピアン）、本橋麻里（オリンピアン） 

 

【大臣メッセージ】 

 テーマ：「東京２０２０とそのレガシー」 

講演者：橋本聖子東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣 

 

【クロストーク】 

 テーマ：「東京２０２０を契機としたスポーツ振興と地域活性化」 

 パネリスト： 

  橋本聖子（東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣） 

  小塚崇彦（オリンピアン） 

  林 文子（指定都市市長会会長・横浜市長） 

  秋元克広（札幌市長） 

 

主催：指定都市市長会 

 

共催：札幌市 
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猪飼：皆さま、本日は指定都市市長会シンポジウム in 札幌にお越しいただきまして、誠に

ありがとうございます。本日の司会進行を務めさせていただきます、猪飼雄一と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 これより簡単に指定都市市長会の紹介をさせていただきます。指定都市市長会は、全国に

20 ある指定都市で構成している団体です。その始まりは古く、昭和 23 年 1 月の横浜市、名

古屋市、京都市、大阪市、神戸市による五大市共同事務所の設置にまでさかのぼります。そ

の後、各地の大都市が指定都市で加わり、平成 15 年 12 月に現在の指定都市市長会が発足

しました。 

 主な活動としては、各地の連携を図りながら地方分権改革の推進や多様な大都市制度の

早期実現に向けて、政策提言などを行っています。詳細は、お手元にお配りしています、リ

ーフレットをご覧ください。 

 それでは、開演に先立ち、開催都市市長あいさつといたしまして、札幌市長の秋元克広よ

りごあいさつを申し上げます。それでは、秋元市長、よろしくお願いいたします。 

 

秋元：皆さま、ようこそおいでくださいました。札幌市長の秋元克広でございます。指定都

市市長会シンポジウム in 札幌に、こうして大勢の皆さまにお越しいただきましてありがと

うございます。今、司会の方からもお話しいただきましたけれども、指定都市市長会として

のさまざまな活動を多くの方に知っていただくこと、そして政令指定都市というものが、ど

ういう役割を果たしていくべきかということですが、形としてはさまざまな分野がござい

ます。 

 そういう意味では、この市長会のシンポジウムの中で、多くの方々に活動なり役割なりを

お伝えしていくということで、全国でこのシンポジウムを開催させていただいているとこ

ろでございますが、この札幌で開催させていただきますのは、今回が初めてでございます。

改めて、開催都市の市長として大変嬉しく思っておりますし、きょうは後ほどクロストーク

でもお話しいただきますが、指定都市市長会会長の林横浜市長にもお越しいただいており

まして、ありがとうございます。 

 きょうのシンポジウムのテーマは、「スポーツとまちづくり」ということでございます。

この後に北海道出身の、オリンピアン・パラリンピアンの皆さんによるトークショー、さら

には私も参加させていただきますけれどもクロストークが予定されてございます。大会に

参加した方々、オリンピックやパラリンピックに参加をした方であるからこそ語れる、さま

ざまなお話、貴重な体験、こういったものも伺うことができるのではないかというふうに思

っております。 

00：05：16 

 昨年、ラグビーのワールドカップでわが国全体が非常に盛り上がりました。まさに ONE 

TEAM という流行語も生み出す状況でございましたわけでありますけれども、このスポー

ツが持つさまざまな人々が心を一つにして感動を共有する、こういったことがまちづくり
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の中にも生かしていけるのではないかというふうに思っておりまして、スポーツの持って

いる力を生かしながら、まちづくりと連動させていく、こういったことが私どもに課せられ

た使命の一つではないかなというふうに思っております。 

 今年は、世界最大のスポーツイベントの一つであります、東京 2020 大会が開催をされま

す。160 日をちょうど切ったところでございまして、大変、楽しみで盛り上がりを期待する

ところでございます。この札幌でもサッカーの 1 次リーグの試合、そしてマラソン、競歩の

競技が行われます。多くの方々にトップアスリートの競技を見ていただくということはも

ちろんでありますけれども、世界各国からお越しになった方々をおもてなししていくこと

で、共に生きる共生社会の実現にもつながっていくのではないかと、このように感じている

ところでございます。ぜひ、この大会を多くの皆さま方のお力添えをいただきながら、成功

に結び付けていきたいと、このように思っております。 

 加えて、札幌は 2030 年の冬季のオリンピック・パラリンピックの招致を目指していると

ころでございます。この夏のマラソン、競歩を含めた東京 2020 大会をしっかりと成功させ

て、2030 年の冬季競技大会の招致につなげていければと、このように思っているところで

あります。 

 本日、お集まりの皆さまと共に、きょう 1 日スポーツとまちづくりということについて、

一緒に考えて共有していきたいと、このように思っているところでございます。きょうのシ

ンポジウムがお集まりの皆さま方にとりましても、実り多いものになりますことを期待い

たしまして、冒頭の開催都市としてのごあいさつをさせていただきます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。ありがとうございました。 

 

猪飼：秋元市長、ありがとうございました。では、この後、ステージを転換いたします。今

しばらくお待ちください。 

 

【北海道オール・オリンピアンズトーク】 

猪飼：それでは、お待たせしました。これより、北海道オール・オリンピアンズトークを始

めます。北海道出身のオリンピアン・パラリンピアンが語る、オリンピック・パラリンピッ

クの魅力と題しまして、5 名のオリンピアン・パラリンピアンによるトークをお楽しみくだ

さい。 

 それでは、北海道オール・オリンピアンズの皆さまを、ご紹介させていただきます。鈴木

靖様、阿部雅司様、成田郁久美様、藤田征樹様、本橋麻里様。皆さま、どうぞよろしくお願

いいたします。それでは、ここからの進行は鈴木様にお願いいたします。鈴木様、お願いい

たします。 

鈴木：皆さん、改めましてこんばんは。きょうは北海道オール・オリンピアンズということ

で、道内に実は 451 名のオリンピアン・パラリンピアンがいるんですけれども、中でも私

の大好きな、そして私の尊敬している 4 名の方においでいただきまして、そこは笑うとこ
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ろじゃないです。これから、トークを始めていきたいと思います。 

 私は、スピードスケート、サラエボオリンピック日本代表の鈴木靖と申します。鵡川町出

身でございます。まず最初に 4 名のオリンピアンにそれぞれお話を聞くんですけれども、

オール・オリンピアンズはいつからできたのかということ、それから成り立ちなんかを私の

ほうで簡単に説明させていただきます。今から、もう 6 年、7 年、8 年前、2012 年になり

ますけれども、当時の今は大臣の橋本聖子大臣と、これはスピードスケートだけだったんで

すが、どうも埋もれているオリンピアンがいて、素晴らしい経験値を持ちながら、なかなか

そういう活動に出てこない選手がいるということで、掘り起こしてこれを北海道のために

何か役立てないかということで、スピードスケートだけでオリンピアンズの会をつくろう

ということで立ち上がったのが 2012 年でございます。そのうわさを聞き付けた、ここにい

ます雅司君がゴールドメダリストですけれども、スキーも入れてくれよという話になって、

よっしゃ、よっしゃというところで、当時 20 名ぐらいから北海道のために何とかできない

かということでスタートしたのが、北海道オリンピアンズでした。 

 これは広告も何もしないで、友達関係で連絡を取り合って、「こんな会をやるからみんな

で北海道を盛り上げようよ」といって、連絡をして、連絡をして、連絡をして、今は 451 名

という形になって、都道府県の中で唯一の会でありますし、これだけの北海道の素晴らしい

人材がいるということを、皆さん方も本当に誇りに思っていいかなというふうに思ってお

ります。 

 これからは、もう私の話より素晴らしい皆さん方を紹介したいと思いますけれども、まず

皆さん方は道産子の選手ですけれども、最初に自己紹介と併せて、皆さんが体験した、麻里

ちゃん、なんか笑っているね。 

本橋：自己紹介を飛ばすんだと思って。 

鈴木：そうか、飛ばしちゃったか。 

本橋：これはいいですか。控室みたいな感じで話していいんですよね。 

鈴木：いいです、いいです。 

本橋：分かりました。 

鈴木：いつものパターンでいい。 

本橋：いつもの、分かりました。 

鈴木：私も下の名前で呼ばせていただきますんで、よろしくお願いします。じゃあ、たくさ

ん出ているオリンピックを私も覚えきれないので、雅司君から、すみません、魅力、自己紹

介も含めて、よろしくお願いします。 

阿部：尊敬する先輩から指名がありましたんで。北海道オール・オリンピアンズは 451 名

いまして、きょう来ている 4 名は多分、暇だったんでしょうね。 

私は、ノルディック複合でオリンピックに 3 回出場した、北海道の留萌郡の小平町出身

の阿部雅司と申します。私は、オリンピックに 3 回出場しまして、特に 3 回目のリレハン

メルオリンピックで金メダルを獲得したんですけれども、ノルディック複合というか、ノル
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ディック競技はノルウェーでいうと国技なんですよね。日本でいう相撲みたいなもので、そ

の国技で髪の毛が黒いアウェーの僕たちが勝つというのは、絶対に心の中じゃ嬉しくない

はずなんですよね。そのアウェーで僕たちが活躍しているのに、ノルウェーの人方は温かく

応援してくれて、僕たちが勝ったのを一緒になって喜んでくれて、なんかノルウェーはすご

いなと、大きいなというふうに感じたんですよね。これがオリンピックの良さだなというの

を、すごい感じまして、もし札幌でオリンピックが開催されるんだったら、日本人だけを応

援するんじゃなくて、やっぱり、頑張っていい結果を出した人を素直に喜んであげたいなと

いうふうに思ったんですよね。感動したんですか。 

鈴木：感動しました。頭に何回聞いても、と付けてもいいですか。 

阿部：はい。 

鈴木：何回聞いても感動しました。ありがとうございます。じゃあ、次に大懸郁久美さんと

成田郁久美さん、両方の名前でオリンピックに出たんですよね。よろしくお願いします。 

成田：こんばんは。バレーボールをやっていました、成田郁久美といいます。旭川出身で、

オリンピックは 96 年のアトランタ、それから 2004 年のアテネの 2 大会に出場させてもら

いました。私は、オリンピックの本大会自体のときは試合をやってという形で、そんなに外

に行く機会というのはあまりなかったんですけれども、その事前合宿で結構アテネにも入

って、そこで朝ランニングをしながら観光地ではないところですけれども、町の町並みを見

ながら走ったりとか、あと私はお酒が好きなんですけれど、地元の知らない飲んだことのな

い、聞いたことのない名前のお酒だったりとか、そういういろいろな文化とか、食文化も含

めてですけれど、そういうのを知れたというのは、すごく楽しい経験でもあって、なので札

幌もすごく観光名所がたくさんあって、きれいな所、有名な場所がたくさんあるんですが、

実際にオリンピックをやることに例えばなったとして、海外からたくさんのお客さまが来

られたときに、有名じゃないけれど、こういう地元のいい所があるんだよというのも、楽し

みの一つになるんじゃないかなと思って期待しています。 

鈴木：ありがとうございます。お酒の好きな郁久美さん、自らも。 

成田：居酒屋をやっています。 

鈴木：居酒屋をやっていまして、私もよく行くと言いたいところなんですけれども、まだ。 

成田：来る来る詐欺です。来たことないです。 

鈴木：来る来る詐欺と呼ばれていまして、「行くからね、行くからね」と、まだ一回も行っ

ていないので、また皆さんで行ってみたいと思います。ありがとうございます。そして、な

んとパラで現役、東京を狙っています。藤田君、お願いします。 

藤田：皆さん、こんばんは。パラサイクリング、パラリンピックの自転車競技ですね。こち

らで選手をやっています、藤田征樹と申します。パラリンピックなので障害を持ってスポー

ツをしているんですけれども、私は両足の膝から下が義足でして、普段の生活も義足を使っ

てやっているんですけれども、自転車に乗るときは馬のひづめみたいな、真っ黒いカーボン

でできた専用の義足を使って、皆さんが乗る自転車と変わらない競技用の自転車を使って
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競技をしています。出身は北海道の稚内市、北海道は言わなくていいですね。稚内市でして、

一応、道産子です。ちっちゃい頃は自転車はやっていなくて、スピードスケートをやってい

まして、長野オリンピックのときの清水宏保選手の金メダルというのは、すごく心に残って

いて、当時そういう映像も見ながら、オリンピックに出られるかどうか、そこまでは考えて

いなかったですけれども、一生懸命にスピードスケートをやっていました。 

 きょうは、オリンピアン・パラリンピアンの活動の場であるオリパラサロンというのが、

大倉山のオリンピックミュージアムに開設したということで、やっぱり、オリンピック選手、

パラリンピック選手は、それぞれ同じスポーツをやる仲間ということで、フランクにお話を

しながら一緒に活動していける場が、北海道に整備されたということは、ものすごく貴重な

ことだと思いますし、普段からオール・オリンピアンズの活動の中で、私も含めてパラリン

ピアンは多くの人が一緒に活動をさせていただいています。今回も、「征樹は来れる？」と

いう一言の電話で「はい」と。 

鈴木：すみません。 

藤田：これはパワハラじゃないですよ。そのぐらいフランクな提案で、こういう場で活動さ

せていただけるということは、とてもすごく嬉しくて。 

 オリンピックと同じようにパラリンピックは、東京 2020 が今年開催されて、その後にパ

ラリンピックも開催されますけれども、最初はリハビリから始まったパラリンピックが、ど

んどん、どんどん競技スポーツ、国と国、選手と選手の戦いの場というふうになってきて、

よりいろんな競技のレベルも上がって、競争も厳しくなってというところは、オリンピック

と全然変わらなくなってきているんですけれども、その中でも、やっぱり、今、巻けという

ような。 

本橋：いいですよ。いいですよ。話してください。 

藤田：選手の障害があっても、それに関係なくいろいろ活躍するというところは、スポーツ

マンそのものですし、そういったところを 2020 年のパラリンピックでも見ていただければ

なというふうに思います。ありがとうございます。 

鈴木：ありがとうございます。お待たせしました。麻里さん。 

本橋：私ですね。順番が回ってきましたので、北見市出身のカーリング選手をやっておりま

す。今は休憩しているんですけれども、本橋と申します。きょうは、よろしくお願いします。

あと何でしたっけ。オリンピックの魅力でしたっけ。 

鈴木：そうです。 

本橋：いつもチームでも一番最後に話すと何を話すか、何を質問されたか忘れちゃうという

癖がありまして、失礼しました。オリンピックで私が印象的だったのは、周りの先輩たちか

ら「オリンピックには魔物がいるよ」とか、「オリンピックはこんなのに緊張する場所なん

だよ」と言われていたんですけれども、初めて行ったトリノオリンピック、そしてその次の

バンクーバーオリンピック、そしてつい最近の平昌オリンピックというふうに 3 度行った

んですけれども、どれもオリンピックは温かいなと思ったのが第一印象です。なぜかという
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と、やっぱりボランティアですね。現地の世界から来るボランティアの皆さんが、私たちの

ためにこんなに毎日笑顔で接してくれているんだと、困ったことがあれば嫌な顔をせずに

助けてくれてという。私たちは、目標を持ってここにオリンピックに来たけれども、ボラン

ティアの人たちも一緒に、一つの祭典をクリアしようとしてくれているというのがすごく

嬉しくて、それで涙ぐんだことがありましたね。 

 プラス、日本選手団というチームがより大きくなったチームで生活をできる 2 週間が本

当に楽しいといいますか、みんなで励まし合ったり喜んでみたりという、本当に目標達成の

分かりやすい形だなということがすごくあったので、オリンピックは温かいなというのが

私の中での印象ですね。それも皆さんに体感してほしいなというのが願いです。 

鈴木：そうですね。ありがとうございます。真面目なお答えをいただきました。ありがとう

ございます。それで、今は 4 名の方からオリンピックの魅力について語っていただいたん

ですけれども、いよいよ 2020 東京まで半年になりました。 

本橋：早いですね。 

鈴木：北海道でもマラソンと競歩が開催されます。当然、サッカーのほうも開催されますけ

れども、阿部さん、阿部さんというのは、雅司君、ごめんね。個人的に注目している種目は

何かありますか。 

阿部：あります。陸上とかは結構人気でリレーとかは、すごい盛り上がるんじゃないかなと

思うんですけれども、この札幌で行われるマラソンじゃなくて、僕は競歩をすごく。だって、

今はメダルを取る確率がものすごく高いんですよ。それを目の前で金メダルを取る瞬間、そ

れも日本人が取る瞬間を見られるというのは、一生死ぬまで語り継げるじゃないですか。4

年に 1 回は必ず金メダルシーンとかが出てくるし、それを目の前で、それも地元で見られ

るというのは、二度とないんじゃないかなと思うので。これを言うと見に来る人が増えるか

ら、あまり言いたくないんですけれども、僕は競歩を絶対に見に行きたいなと思っています。 

鈴木：ありがとうございます。メダリストからメダルを取る確率が高いということで、雅司

君は金メダリストですけれども、北海道は 21 人ということで、2 位の大阪府 13 個人を断

然抜いてメダリストも多いんですね。すみません、ちょっと外れてしまいました。じゃあ、

夏のオリンピックで、郁久美さん。 

成田：バレーボールの見どころですよね。 

鈴木：そうですね。間違えました。見どころをお願いします。 

成田：すみません。バレーボールは、すごく今、組み合わせも決まったりとかして盛り上が

って、今は合宿で頑張っているところなんですが、競技のことでいうと、やっぱりメダルを

取るというのは相当に難しいけれども、それを今は一生懸命かなえようとみんなチャレン

ジしているところで応援してもらいたいんですけれど、その中でも今回は久しぶりに道産

子の選手が候補というか、入っています。男子の去年のワールドカップでも大活躍しました、

リベロをやっています、山本選手という選手がいるんですけれど、江別市出身の方で。北海

道は、昔はすごくバレーボールが強くて全日本にもたくさんメンバーが入っていたんです
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けれども、ここ何年もずっといなくて久しぶりに道民が。 

鈴木：嬉しそうですね。 

成田：はい。すごい彼はリベロというポジションで、レシーブが専門のポジションなんです

けれど、本当に海外の 2 メートル以上あるような、剛速球をびっくりするぐらいコートを

はいずり回って拾っていますので、ぜひ山本選手を応援してもらいたいなと思います。 

鈴木：皆さん、山本選手です。応援しましょう。よろしくお願いします。 

成田：お願いします。 

鈴木：続きまして、まさに今はもうパラリンピックの準備がどのぐらい進んでいるかという、

自分の調整の度合いも含めてコメントいただきたいんですが。 

藤田：2020 にぜひ挑戦したいということで、今はまさに予選を戦っているところなんです

けれども、まだパラリンピックの自転車競技の日本の出場枠というのが決まっていなくて、

今年の 6 月まで最後は世界選手権があるんですが、そこまでが予選のポイントですね。レ

ース上位に入賞するとポイントが加算されるんですけれども、それをみんなで積み重ねて

いっているところですね。私も北京、ロンドン、リオと 3 大会に出場させていただいている

んですけれども、ぜひ、4 回目は東京にも出場したいですし、そこで一番いい結果にチャレ

ンジできるように頑張っていきたいなというふうに思っています。 

 パラサイクリングのチームには、今は帯広出身の木村和平選手、視覚障害の選手なんです

けれども、同じ道産子が一緒にチームで頑張っていますし、本当に北海道の方から道産子に

向けて応援していただける声は、すごく温かいものだなというふうに常々感じていますの

で、道産子選手だけじゃないですけれども、チーム一丸となってしっかり優勝目指して頑張

っていきたいと思っています。 

鈴木：心強い、また私たちが応援したくなる人ですので、どうぞ頑張ってください。応援し

ています。最後に麻里さん、麻里さんの好きな応援したい種目。 

本橋：今月の頭に柔道の栄養サポートをやっている栄養士さんから、カーリングの私たちの

チームは講義を受けまして、そこで簡単に感情移入しちゃいましたね。選手たちがどういう

ふうに減量をして、どういうふうに栄養を摂っているかという話を聞いて、私たちカーリン

グは減量することがないので、減量スポーツは冬にもあるんですけれども、柔道だと結構マ

スト金とか、マストメダルというような種目で、選手たちはこういうふうにメンタルと栄養

面を調整しながらやっているんだなという話を聞いて、今はそれで頭がいっぱいで、今は柔

道の選手、もうそろそろ内定者がどんどん決まるよというのも教えてもらったんですが、今

はすごく注目して結果を結構見たりとかしていますね。 

鈴木：ありがとうございます。柔道といえば、上野兄弟なんかは北海道出身で有名ですけれ

ども、頑張ってほしいですね。締めくくりに、もうなっちゃいます。 

本橋：そんな時間なんですね。早いですね。 

鈴木：早いんです。最後は、やはり 2030 冬季オリンピック・パラリンピック、29 日になり

ますけれども、JOC の理事会で札幌が正式に国内候補市として決定しました。私たちオー
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ル・オリンピアンズとしても、本当に念願の 2030 の札幌オリンピック・パラリンピックな

んですけれども、逆に行きますよ。麻里さんから、行われる期待、北海道でぜひという心意

気を聞かせてください。 

本橋：多分、オリンピックに出ることも人生の中では、そんなにないとは思うんですけれど

も、逆にオリンピックを自分の故郷で見られることというのも、人生でそんなにないなとい

うふうに本当に思うんですけど、もし札幌で開催されたら 10 年後ですよね。 

鈴木：そうですね。 

本橋：うちの息子も何か狙おうかなと思うというか、親心として見たいけど参加もさせてあ

げたいみたいな気持ちになってくる親御さんは多いんじゃないかなと思いながら、結構、周

りでもウインタースポーツをやっている子はたくさんいるので、10 年後うちの子はあるか

もしれないという親御さんだったり、孫がスケートをやっていて出られるかもしれないと

いうふうに、結構、目をキラキラさせた方が増えたなと思うので、そのキラキラが現実にな

ってほしいなと思いますね。 

鈴木：そうですね。ありがとうございます。多分、息子さんだったら行けるはずです。 

本橋：何で行かせようか。 

鈴木：札幌がもし実現しますと、2 回目のオリンピック、ただパラについては 1 回目ですよ

ね。初のパラの期待はどうですか。 

藤田：そうだったんですね。勉強不足で、そこは認識していなかったんですけれども。でも、

東京オリンピック・パラリンピックでパラスポーツがどんどん皆さんの目に触れるように

なって、今度は冬の開催が決まれば、さらに冬のスポーツも目にしていただくことが増える

んじゃないかなと思いますし、そうなってくると健常者、障害者関係なく、いろんな方がス

ポーツを楽しむというところに取り組んでいくハードルというのが、どんどん下がってく

ればいいなというふうに思いますし、スポーツをやりたいなという障害を持たれている方

も、どんどん、そういったところにチャレンジしていけばいいなと思います。 

鈴木：ありがとうございます。今は札幌でもアイスレッジホッケー（パラアイスホッケー）

とかいろんなところで、パラの体験会とか、そういうのがどんどん増えてきてますので、そ

ういうのも、もっともっと 2030 に向かって増えていけばいいですよね。じゃあ、夏の郁久

美さんから見て、冬オリンピックの開催というのは、どういうふうに見ますか。 

成田：やっぱり、道民はみんなそうだと思うんですけれども、冬のスポーツに対する親しみ

というのは、みんな持っていて、私も小学校からずっとバレーボールをやっていましたが、

それと並行してスキーとか、スケートに友達と遊びに行ったりとか、やっぱりやる機会、そ

れから目にする機会とかも、多分道民は多いと思う。ただ、実際のプロのすごいオリンピッ

クに出てくるような選手の競技を見るという機会は、なかなかないと思うので、うちも子ど

もを出したいです。 

本橋：同じ企みが浮かぶんですよね。 

鈴木：それは、企みですか。 
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本橋：本音が出ちゃうんですよね。 

成田：そうなんですよ。でも、子どもたちにとっては、本当にテレビで見るのと違って、生

で見たときの音だったり迫力というのは、やっぱり、すごいものがあると思うので、ぜひ見

せたいし出したいです。 

鈴木：ありがとうございます。じゃあ、雅司さん、意気込み。 

阿部：意気込みですね。終わりまで、あと 5 分あるんですけれども。 

鈴木：あと 4 分ですね。 

阿部：4 分ですね。じゃあ、ちょっと長めにしゃべりますね。 

鈴木：いいですよ。 

阿部：自分は選手時代、そしてコーチ時代と、ワールドカップ、世界選手権、オリンピック

と、約 30 年間あちこちを回ってきたんですけれども、いろんな国に行ったけれど、やっぱ

り日本、そして札幌が一番いいんですよね。 

鈴木：そうですね。私もそう思います。 

阿部：ですよね。衣食住の全て何を取っても一番いいと思うし、自信を持って言える都市だ

と思います。そして、オリンピックミュージアムのある、あの大倉山の上から見た景色は、

本当に最高なんですよね。これを、ぜひオリンピック・パラリンピック招致を成功させて、

世界中にアピールしたいなというのがすごく今の目標というか、夢なんですけれども。でも、

招致を成功させるには、支持率が上がらないと、なかなかうまくいかない。今は、札幌市民

の支持率があまり良くないということで、やはりそこは北海道のオール・オリンピアンズで、

ぜひ盛り上げて支持率を上げていきたいなというふうに思っていますので、取りまとめを

やっている靖隊長、オリンピアンのまとめをよろしくお願いしたいなと思います。 

鈴木：私たちの力で少しでも支持率が上がるように。本当にオリンピックはすごいです。最

後に私、話させていただきますけれども。 

阿部：締めてください。 

鈴木：当然、オリンピックの魅力というのは、その競技の先ほど言った迫力とか、そういう

ものが生で見られるのは本当に感動するという。そこに運営する役員とか、そういうものが

全体的にオリンピックというものを支えて、素晴らしい世界最大のスポーツの祭典という

ことになるんですけれども、私はそれとちょっと離れたところで、実は私と一緒に元働いて

いた方が、おじいちゃんの話をしていまして、おじいちゃんと真駒内の道路を 2 人で車で

走っていましたと。 

 おじいちゃんが真駒内の屋外競技場、スケート場の所を指さして、「あのリンク、俺が造

ったんだよ」と言ったと。私と一緒に働いていたお孫さんが、「え？」と言ったら「あのオ

リンピックスタジアムは俺が造ったんだ」と言って、そこを深く何でどうやって関わったの

とは聞かなかったらしいです。もしかしたら建設現場の一人かもしれないし、設計の一人か

もしれないし、でもそのときにお孫さんは思ったそうです。おじいちゃんは、すげえなとい

うのともう一つ、そういうおじいちゃんに私は誇りを持っているという一言。 
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 なので、オリンピックというのは開催するとか、そこに出るとか、出ないとか、見るとか、

見ないとか、そういうところだけじゃなくて、本当に建設から設置に携わる一人一人がずっ

とレガシーを持っていて、そこに受け継がれていくという、本当に世界最大のスポーツの祭

典だなというふうに私は思っています。ですので、この素晴らしい祭典を、ぜひ 2030、こ

の札幌にもう一度呼んで、この札幌をさらに美しい町、すてきな町にしていきたいなという

ふうに思っています。 

 最後に私が締めてしまいますけれども、451 名のオリンピアン・パラリンピアンが一丸と

なって 2030、それまでは 2020 をまずは成功させて、30 へ一気に突き進みたいなというふ

うに思っています。これも皆さん方の応援なくしては、絶対に行かないと思いますので、今

後とも皆さんの応援をよろしくお願いいたします。時間どおり、終わらせていただきます。

これでオリンピック・トークショーを終わらせていただきます。どうもありがとうございま

した。 

猪飼：ありがとうございました。皆さん、北海道オール・オリンピアンズの皆さまに、いま

一度、大きな拍手をお送りください。 

 

【大臣メッセージ】 

猪飼：皆さま、お待たせいたしました。それでは、これより大臣メッセージに移らせていた

だきます。本日は、東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会担当大臣、橋

本聖子様より、東京 2020 大会とそのレガシーと題しまして、ご講演をいただきます。橋本

様、どうぞよろしくお願いいたします。皆さま、大きな拍手でお迎えください。 

橋本：改めまして、皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました橋本聖子でございます。本

日は、指定都市市長会シンポジウム in 札幌、スポーツとまちづくり、こうして多くの皆さ

ま方にお集まりをいただきまして、きょうはお招きをいただき本当にありがとうございま

す。林市長さんにも札幌までお越しをいただきまして、全国の市長会の皆さま方にもお越し

いただいているということで、私はこの北海道の生まれ育ちでありますので、私からもお越

しいただきました皆さま方に感謝申し上げます。ようこそ、北海道にお越しいただきました。

残念ながら、林市長は帰られるんですね。札幌の夜を楽しんでいただきたかったんですけれ

ども、とても残念ですけれども、でも私も実は久しぶりに北海道に来まして、きょうは札幌

ドームで大運動会の 2 キロの駅伝に出てきました。きょうは、このオリンピアンで走った

んですよ。すごく楽しく走らせていただきました。きょうは、この前には大倉山のオリンピ

ックミュージアムでオリンピアンのサロンが開設をされたということで、オール・オリンピ

アンズのまずサロンをつくっていただいたということを、本当にうれしく思います。 

 

 私は、鈴木さんと言い出しっぺで小さな会を始めていきたいと。実は、全国には、今は鈴

木大地長官が会長を務める、オリンピアンズ協会というのがありまして、歴代のオリンピア

ンの方たちが集まるオリンピアンズ協会というのは存在するんですけれども、北海道はそ
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れと同時に全体のオリンピックの会をつくっていこうということで、スケートから始まっ

たことですけれども、スキー、そして夏も冬もということで、オリンピックのオリンピアン、

パラリンピックのパラリンピアン、そしてスペシャルオリンピアン、そしてもう一つはろう

あの方のデフリンピックのデフリンピアン、この 4 つの仲間たちで構成されて、オール・オ

リンピアンズというふうに名前を変えて、今は 451 人ということで、まだまだ増えるよう

にしていきたいなというふうには思いますけれども、札幌市さんとはオール・オリンピアン

ズ協会が連携を取らせていただいて、各小学校、そして中学校にも出前授業、オリンピック

教育、パラリンピック教育をさせていただくための出前授業であったり、オリンピックミュ

ージアムに来ていただいて、画面を通じてオリンピック・パラリンピックの歴史を学んでい

ただくというような活動をしていただいておりまして、もうそろそろ全校に、札幌市内は全

てに行き渡るようなことになるんだろうというふうに思います。そういった一つ一つの活

動というものが、また、2020 年東京大会のレガシーの一つとして、2030 年札幌冬季オリン

ピック・パラリンピックに向かっていけるような姿になれば、一番ありがたいなというふう

に思っております。 

 

 きょうはオリンピック・パラリンピック担当大臣の立場からのメッセージということで、

テーマをいただいたわけでありますけれども、私は運命を今、実は感じているんです。と言

いますのも、東京大会は前回の 1964 年、昭和 39 年の 10 月 10 日がオリンピックの開会式

だったんですが、その 5 日前に北海道安平町という、一昨年に胆振東部の大地震がありま

したけれども、その一つであります安平町で生まれ育ちまして、スピードスケートをやって

いたんですけれども、私の父は元気で今も頑張って牧場におりますが、その父がオリンピッ

クの開会式をどうしても見たいということで、大変なプレミアムチケットを 2 枚手にする

ことができて、そして東京大会の開会式に見に行っていたんです。 

 それで、あの最終ランナーの広島県出身、そのときのコンセプトの一つが平和の祭典オリ

ンピックですから、原爆投下された唯一の被爆国であるこの国から平和の火を灯そうとい

うことで、広島か長崎の出身者の方を最後のランナーにしようということだったんですね。

そして、結果的には広島県三次市出身の坂井義則さんが大抜てきを受けるんですけれども、

あの広島に原爆投下されたその日に生まれた方ということで、19 歳のランナーが最後のラ

ンナーとして競技場に入ってくる。うちの父とおばあちゃんは、なんと坂井さんが上がって

くる階段のすぐそばに席があって、大感激をしていたそうなんです。生後 5 日の私の顔も

見ずに、その日に千歳空港から飛び立ったんですね。子どもの顔はいつでも見られるからと

いうことで引き返すこともなく、携帯電話もないですから空港で電話をしたら無事に産ま

れたということが分かり、「そうか、良かった」と言ったというんですね。それで、5 日間、

東京見物をしながらおばあちゃんと楽しんで、楽しんで、全然、私のことを考えていない。 

 そして、坂井さんが入ってきて、今は新国立競技場ができて取り壊されましたが、前の国

立競技場のあの真ん中の聖火台に火が灯された瞬間に父は何を思ったか。これを言い聞か
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されて私はずっと育つんですけれども、「あの競技場の聖火台の火がともったその瞬間、あ

の聖火台の炎の中におまえの顔が浮かんだ。」と母は言っていました。ずっと言っていまし

た。「見もしないで行ったくせに」というふうに言っていたんですけれども、でも、生後 5

日でやっと私の名前を付けてくれまして、オリンピックの選手になるようにと聖火の聖の

字を取って聖子になりました。 

 

 そして、小学校 1 年生の冬、札幌冬季オリンピックを見ることができて、うちの父が連れ

てきてくれましたときに、真駒内競技場のあの聖火台の火を見ながら、「おまえの名前はこ

こから付いたんだ」ということで、スピードスケートでオリンピックの選手になるというこ

とを決意いたしまして、結果的に冬のスケートで 4 回、夏の自転車で 3 回ということで、

合計 7 回ラッキーにもオリンピアンとして出場を果たすことができました。 

 そして、私自身のライフワークのような形で、このオリンピック・パラリンピックにずっ

と携わりまして、スケートの会長、あるいは自転車の会長、そしてオリンピック委員会の強

化本部長であったり、副会長という立場で実は選手と合わせると 18 回経験しました。オリ

ンピック・パラリンピック、そしていよいよ今度は、今年ということになるんですけれども、

いろいろ携わって団長職もやりました。バンクーバーとソチと前回のリオデジャネイロ、ロ

ンドンは副団長だったんですけれども、団長を 3 回。まさに断腸の思いを 3 回もしまして。

でも、本当に大変だったなというのと同時に、非常にいい経験をさせていただいたなという

ふうに思っております。 

 実は、一番、自分自身の財産になったオリンピックは全てなんですけれども、最後の選手

として出場したアトランタ、このオリンピックは非常に勉強になった。なぜかというふうに

いいますと、諦めが悪い人間なもんですから、最後にオリンピックのアトランタを目指そう

という、31 歳で迎えるアトランタを控えているときに、私の義理の兄が、この北海道選出

の衆議院議員だったもんですから、あの兄の跡を継いで衆議院議員になるという準備は、実

はしていた時だったんですけれども、その噂を聞き付けた、今は組織委員会の会長でありま

す、森喜朗会長が「こちらのほうがいいぞ」ということで、参議院の全国区に誘いをいただ

きまして、それであればぜひということだったんですけれども、「来年のオリンピックを目

指しているので、その後の 3 年後の会期にしてもらえませんか」と言ったら、「それはなか

なか難しい」というふうに言われましたので、「じゃあどっちも目指しますがいいですか」

と図々しく言ってしまいまして、結果的にもちろん日中は政治活動、そして深夜と早朝の時

間をかけて、自転車の全日本選手権を約 10 カ月間両立を目指しまして、アトランタオリン

ピック大会は 7 月の開催でしたけれども、5 月の全日本選手権のトラック競技で優勝するこ

とができまして、まず出場権を取りました。 

 でも、国会が延長になると諦めなければいけなかったんですが、ちょうど 6 月に閉会を

いたしまして、そして 7 月のアトランタ大会に選手として出場を果たすんですけれども、

オリンピックの基本というのは、する人がいる、そして見る人がいて、支える人がいる、こ



 14 

の三角形をしっかりと描いていくことこそが、スポーツの基本だといわれているんですけ

れども、私は最後のアトランタの大会はする人であり、そして政治家として行くもんですか

ら視察だったり、あるいは自分の競技が終わってから滞在している期間は、アメリカの国会

議員と、私自身も国会議員なので、オリンピック・パラリンピックのこの後のレガシーとか、

事前のこととか、そういうスポーツ、まさにまちづくりや国づくりというものは何なのか、

文化というものは何なのかということを、国会議員として話をするという機会をいただい

たり、あるいは支えるほうも大事ですから、どのようにしてアトランタ大会は準備をし、そ

して次につなげていくのかというようなことも勉強させていただく、最大のチャンスだっ

たなというふうに思います。 

 

 特に私の最後のアトランタで思い出ということではないんですけれども、怖い経験は何

といっても選手村のダイニングですね。食堂のすぐそばに置いてある、どこにもたくさん置

いてあるダストボックスですけれども、ゴミ箱、その中に爆弾が仕掛けられておりまして爆

発したんです。そして、死人は出なかった、ちょうど成田さんが一緒に出ていた、あのオリ

ンピックのときに爆発したんですよね。選手村の中のテロで死者は出なかったんです。でも、

オリンピック広場と言われる、アトランタの中心部にある広場では爆発が大変大きくて、そ

して数人の死者を出したというような、これからのオリンピック・パラリンピックはテロと

の戦いでもあるというような状況が、だんだんと見えてきた大会だったんですね。 

 そのときに、これからのオリンピック・パラリンピックというものを、どのように選手の

安心・安全、そしてどういうふうにして文化として発展させていかなければいかないのかと

いうことを学んだオリンピックが、私の最後の選手として出場したアトランタ大会だった

ということなんですけれども。 

 一つ、きょう政令指定都市の皆さんがお集まりということもありますので、これからのス

ポーツというものと、どのようにまちづくりや、あるいはいかに心豊かで持続可能な社会を

つくり上げていくことができるかということに関して、私なりの経験で一つの提案といい

ますか、そういったものを大臣という立場と同時に、今までの経験からして、ぜひお願いを

したいなということを、あと最後の 20 分の中でお話ししたいと思うんですけれども、実は

7 回のオリンピックに出た選手は、さぞかし頑丈な体だったんだろうと。当然、太ももが一

番太いときは 63 センチでしたから、普通の女性のウエストより 1 本の太ももが太かった。

それは、自転車のスプリンターだったときですね。スケートはあんなに太かったら駄目なん

です。なぜか。短い足で 63 センチもあればコーナーができませんから、本当にそうなんで

す。コーナーができないので、私がスケートのメダルを取ったときは最後 55 センチの太も

もにして仕上げていました。 

 自転車のスプリントはソウルのときだったんですけれども、これは 63 センチまで大きく

して、短距離の戦いだったので、そういった体づくりをしてきたんですけれども、そういう

足だったからこそ当然、頑丈な人間だと思われていたと思うんですが、実は小さい頃からず



 15 

っと病気を持っていまして、それが表れてきたのが小学校 3 年生の後半、最後 4 年生にな

る直前ですね。急性腎炎になりまして、そして 2 カ月間の入院生活をして、そして再発を避

けるために小学校が終わるまで、これはスポーツとは無縁の生活をしました。そして、その

後、少しずつ復活ができて、高校に入る直前の中学 3 年生には、全日本のジュニアまで出ら

れるように体も回復したんですけれども、そして高校に行きました。駒澤大学附属苫小牧高

校、全道各地から優秀なスケーターが集まる高校でもありまして、切磋琢磨（せっさたくま）

されて、どんどん成長して高校 2 年生で全日本のチャンピオンになってしまいました。 

 そうしましたら、周りは家族も含めて、もう完全に病気は治ったんだというふうに思って

しまって、そこから 1 年もしないうちに検査も何もやめてしましまいましたんで、とにか

く 1 年半後にサラエボという靖さんが出た一緒のオリンピックですけれども、そのオリン

ピックに、もう全日本チャンピオンになっているので確実に出られるんだというふうに思

いながら、一生懸命に高校 3 年生の春から夏にかけて、全力で苦しい、厳しいトレーニング

に挑んでいったんですけれども、そうしましたら、なんと秋に体がむくみ始めまして、これ

はおかしいというふうに自分が気付いて良かったんです。それは、小学校のときのあの体験

がありますので、もしかして、まさかと思いながら小学校のときに入院していた、苫小牧市

立病院に行きました。即入院だったんです。結果的に、このままではとても体が持たないし、

オリンピックどころじゃないというふうに言われまして、尿タンパクの量が異常に上がっ

ているということで入院をしたんですね。 

 

 でも小学校のときと違うのは、腎臓病という病気は、そんなにすごいひどい大変な病気な

のかということを、高校 3 年生ですから調べちゃったんですね。自分で勉強したんです。ど

んどん恐ろしくなりまして、それが結果的に PTSD、当時その病名は付いていなかったの

で、ストレス性呼吸筋不全症というふうに診断書に書かれましたけれども、自分自身が怖く

なってストレスがたまって、結果的に胸の筋肉に障害を持ってしまいまして、いまだに深呼

吸ができないものですから、ずっと腹式呼吸だけで生きている。これは、選手のときからも

ずっとそうなんです。でも、そういうふうな体であれば、体はそれに応えるしかないので、

ずっと腹式呼吸だけで生きてきておりますけれども、肺活量は 2,000 ちょっとしかなかっ

たですね。最大 2,400 までだったんですけれども、病気をした直後は 800cc まで落ちまし

た。ずっと腎臓病の治療で入院しているのに酸素マスクを付けて、苫小牧の市立病院ではこ

んな患者さんは見たことがないと言われまして、そして札幌の病院にすぐ転院させられま

して、札幌で入院していたんですけれども、でも、そこで病は気からということを学びまし

た。 

 当然、腎臓は腎臓病のケアをするんですけれども、呼吸筋不全症というのは自分自身のス

トレスを解消することができない中で病気になったものですから、まずは心療内科、当時の

精神科病院に入りまして、そしてメンタルトレーニングを毎日、毎日。怒りをどうするかで

はなくて、もともと人間が怒りというものが体の中に発生しないように、どのように自分を
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コントロールするかというトレーニングを受けるんですね。私は結構、穏やかな人間だと思

われていると思います。アスリート時代からも、まあまあ、そうですよね。それは、病気の

おかげなんです。かあっとなったり、ストレスをためると、腎臓の数値が悪くなるんです。

このときに始めて分かったんですけれども、続発性慢性腎炎ということで、生まれ持って何

かにストレスがたまる、あるいは風邪や病気、けがをすると腎臓に負担が掛かってしまいや

すい体ということが、そのときに初めて分かりました。 

 そして原因が分かったので、当然、そういったストレスをためないような訓練をすること

によって、安定した数値を保ちながら今も腎臓と付き合っているという状況なんですけれ

ども、一つ余計なものが付いたんです。高校 3 年生の札幌での入院中に医療事故に遭いま

して、B 型肝炎です。大変だったんですよね。そのときにも、もうどうにもならないという

ことで、ずっとキャリアで来ていたんですけれども、やっと 3 年ぐらい前、毎年のドックに

入りながら、腎臓と肝臓のケアをずっとしてきたんですけれども、やっとキャリアではなく

なりまして、これも医学の力といいますか、本当にありがたいなというふうに思いながら、

それでも今もずっとそのケアをするために血液のクレンジングという、ドイツの民間療法

なんですけれども、私は一番それが今は合っていまして、血液クレンジングという透析の一

歩手前ですね。自分自身の血を抜いて、それはオゾンで、これが全部の方にいいかどうかは

別として、私には一番合っている療法をやっと見つけることができまして、数年前から血液

クレンジングというオゾン療法をやって、また自分の体にその血を戻していくというやり

方で、民間療法なんですけれども、これをやりながら今もこれだけ元気でいるわけなんです

けれども。 

 

 高校 3 年生のときに退院して、1 年半後のサラエボにやっと間に合うんですけれども、実

はものすごい薬の量でした。その当時は申請をして良かったんです。それは、私自身の体が

そういう診断を受けるので、生きるために必要だということで仕方なかったんですけれど

も、そこから今度は 4 年後のカルガリーに出場するんですが、カルガリーのときには腎臓

の数値も肝臓の数値も実は良くなっているときがあるので、絶対に薬はもう申請できない

というふうになりまして、目指すのであればこの薬を飲まないような体にするということ

が絶対条件でありました。そして、サラエボからカルガリーまでの中の 3 年間で、完全な予

防医療・予防医学を徹底してチーム医療を組んでもらいまして、これは富士急行の堀内光雄

会長という方が、大変素晴らしいオーナーで全面的にバックアップをしてくれまして、体質

改善を試みて薬の量を IOC の反ドーピングコントロール機関が認める薬だけで復活するこ

とができまして、その薬だけは飲み続けましたけれども、ドーピング違反にはならずに 7 回

連続で出場することができたのです。 

 

 私はそのことの思いがあるものですから、12 年前になりますけれども、25 年前に国会に

出たんですが、ライフワークはスポーツと健康、食。これをずっとやってきて、やっとたく
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さんの先生方の応援団をいただいて、12 年前に国立のスポーツセンター、合宿所ですね。

今は東京都北区にありますけれども、その完成に何とかこぎ着けることができました。そし

て同時に、その隣にスポーツ医科学情報、そういった研究所をつくることができまして、今

は両輪のように回っているものですから、日本の選手たちの活躍が大変大きなものになっ

ていったということなんですけれども、昔は本当にそういったものがないのと同時に、合宿

所とか遠征というのは単独でそれぞれが場所を決めてやっていたので、交流がなかったん

ですね。 

 これは非常にもったいないことでもあったんです。オリンピックに行って、冬のオリンピ

ック、夏のオリンピック。でも、昔はオリンピックに行ったときに結団式で初めて会う選手

たちばかりだったんですね。今は、もうみんな顔見知りになったのは、ナショナルトレーニ

ングセンターで、全ての競技が冬も夏も合わせて一堂に会して、寝るところも同じ、練習の

メニューは違うのでそれぞれトレーニングセンターでやっていますけれども、でも夜の時

間は共有しますので、その共有する時間を見計らってアカデミースクールをつくって、ある

いは監督、コーチ、スタッフのための授業を展開して、今は企業で言う当たり前のことです

けれども、スポーツの異業種交流をこの 12 年間やってきたんですね。 

 そうするとここの部分でのいいノウハウを、この競技でも生かしたほうがいいんじゃな

いかということで、いろいろな人材の交流をすることによって、非常にいい状況になってき

た。例えば、体操の競技に陸上のトップコーチが合宿に行くんですね。そうすると、どうい

うふうになるか、跳馬ですか。跳馬にたどり着くまでに何メーターかありますよね。そのと

きに、いかにトップスピードに上がるかという、陸上のスプリンターの専門家が付くことに

よって、一気にそのスピードが体操の選手は上がると。そうすると、ほんのちょっとの違い

であったとしても、高く遠くに飛んで空中にいる時間が、ほんの 0 点何秒長くなる。そうす

ると、そこに一つ技が入るというんですね。それによって、最初の技のポイントを高くする

ための、この演技をやりますということのポイントを、最初から高くすることができるとい

うことであったりとか、たくさんいろいろな交流を図ることによって、選手たちのレベルを

上げてくることができたわけなんです。 

 その中でスポーツドクターが集まってくださって、そして私たちの体を見ていただく、そ

のときに、きょうは藤田選手にお越しいただいておりますけれども、もともとはスピードス

ケーター、私と同じ競技をやって、事故によって両足の膝から下ですね。私も、ずっとトレ

ーニングを、自転車競技連盟の会長ということだったものですから、ずっと一緒にやって強

化に携わらせて、お付き合いをさせていただいているんですけれども、すごいなというふう

にやっぱり思います。そして、その研究を医科学サポートセンターでやられるようになった

んですね。そこで、さらに今は非常に高いレベルの研究を、あらゆる大学と組んでやらせて

いただいている。 

 その中で最近は、脳科学で眠り方の研究。これを突き止めていきますと、なんと筋肉の疲

労と脳の疲労が完全一致するということが研究でわかったんです。考えてみると、どこかに
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疾患を持っている、心臓に疾患を持っていたりとかというのは全く別として、筋肉の疲労を

させるためのトレーニングですから、そうすることによって栄養と休養を与えて、寝ている

間に筋肉というのはつくり上げられるんですね。栄養と休養がなければ筋肉というのは絶

対に太くなってこないので、そういう研究が目に見えているので、練習が終わって 20 分以

内の間にタンパク質を取らせないと、筋肉の補充が遅れていくものですから、食べる時間も

研究もできているので、非常にいい効果が上がってきたということなんです。 

 

 そういう中で筋肉の疲労というものはどこから来るか、脳の疲労、そうすると筋肉に疲労

を毎日、毎日、疲労困憊（こんぱい）になるまでトレーニングをしても、世界的に世界中で

どこかに疾患がない限り、筋肉の疲労によって過労死した人は一人もいないんです。でも、

脳の疲労によって過労死はあり得る。自殺もあり得てしまっている。これは、してはいけな

いことなんですけれども、こういったことは防げなければいけないんですけれども、確実に

起こってしまっている事実なんですね。これをスポーツのメカニズムから紐解いていきま

すと、簡単ではないんですけれども、脳が疲労していない選手はどうやって回復することが

できるかということで、その大学とマットレスの会社と組みまして、脈拍を付けて、脳にセ

ンサーを付け、マットレスの下にセンサーを引いて、そして、どういう精神状態で眠りにつ

いた人は、どれだけ眠り方が上手か、下手かという研究ができてきたんですね。 

 そうすると筋肉の疲労があっても、しっかりと脳がリフレッシュされて、あしたに向かっ

ていこうというふうにして整理がちゃんとついている選手は、翌日の血液の中の乳酸値と

いうのは、除去されているスピードがものすごく早いということが分かったんですね。悩み、

悩んで寝ている選手は、何時間寝てもレム睡眠、ノンレム睡眠のサイクルがものすごい狂っ

てきているので、何時間寝ても疲労は取れないんです。4 時間寝ても、6 時間寝ても、すっ

きりと目覚める選手というのは、疲労を非常に取ることができているということで、完全に

脳と筋肉の疲労は一致していることが、この研究で分かったものですから、私は強化本部長

のときに、これをさらに紐解いていこうということで、障がい者の選手とオリンピックの選

手との違いということで、これをドイツが大変な最先端を行く研究をしているんですね。 

 そこで、オリンピアンとパラリンピアンの脳にセンサーを付けさせていただいて、それが

どういう状況で脳は動いているのかということを研究していただいたことで、講義をして

もらったんですね。そうすると面白いというと申し訳ないんですけれども、非常に面白い結

果。健常者のオリンピアン、オリンピック選手のほとんどは超トップレベルでない限り、な

んと一番刺激を与えているのは左脳だけだったんですね。運動をつかさどる左脳。そして、

藤田選手のようにパラリンピアンの選手の脳にセンサーを付けさせていただいたら、ある

程度のレベルまで、こちらは超トップ、でもパラリンピアンの超トップではなくても、なん

と右脳も左脳も前頭葉も均等に刺激して運動しているということが分かったんですね。 

 これの一つ意味するところは、健常者のオリンピック選手は、自分自身の能力に甘えてい

るだけだということが分かったんです。これは、結果的に左脳で運動ができてしまうから、
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本当の自分自身の持つ治癒能力を引き出さない。自分自身が本当に持つ能力を引き出して

いないということに気が付いたので、脳トレをするようになったんですね。そうすることに

よって、ものすごく発達してきまして、そして大体脳科学者に聞きますと、前頭葉というの

は 25 歳ぐらいから成長するというんですけれども、そんなことはないそうです。しっかり

とトレーニングをして、自らを鍛えようという自分自身を出していくことによって、あるい

はパラリンピアンの選手のように障害を持ちながらも、自らを切り拓いていこうという気

持ちになった瞬間に、右脳は働くというんですね。そして、藤田選手もそうですけれども、

私はいろんなパラリンピアンに聞きました。もともとあった足がなくなる、腕がなくなる。

でも、脳はずっと分かっているので、なくなった足や腕の先まで感覚が分かる。これは、右

脳でなければ分からないらしいんです。そうですね。絶対そうですから。それを知らず知ら

ずにやっているから、これだけすごい選手になれるという。 

 

 そのことによってスピリチュアルとか、科学技術、芸術文化というふうな、右脳が発達せ

ざるを得ないそうなんです。それによって冷静な判断をしなければいけないという前頭葉

が発達をしてきて、そしてパラリンピアンというのは、あれだけのことができる。そのこと

をしっかりとマスターをすることによって、実は結果的にオリンピアンの成績が良くなっ

ているんです。これは私自身が強化本部長のときに、パラリンピアンから学んだことを、そ

のままオリンピアンにどのようにしっかりと明確に伝えていくか。今は、やはり選手たちと

いうのは、医科学的な根拠に基づいて説明をすることによって、日本の選手は真面目なもん

ですから、今は休みなさいと言っても、なかなかさぼりたくないと思ったりするんですね。

でも、朝に起きて自分自身の一番低い脈拍が、ちなみに私は中距離、長距離タイプだったの

で、一番低いときの脈拍というのは 1 分間に 45 でした。これが鍛えていくと 200 まで上が

るんですね。こうやって短距離選手というのは、1 分間に大体 60 ぐらい打つ人もいますけ

れども、でも朝目覚めたときにその頻拍数より 10 拍以上とか多くなって目覚めると、疲労

が取れていないということなのでやっても無駄なんですね。 

 

 これをスポーツ医科学センターができたことによって、科学的な根拠を基に休むときは

しっかりと休む、食べるときは食べる、寝るときは寝るというふうにして研究をした成果を、

選手たちは自分自身が学んでいるものですから、ものすごく効率のいいトレーニングをす

るようになりました。そして、そこに付いているスポーツドクター、これは全ての分野のト

レーナーが、お医者さんが付いてくださっているんですけれども、そこでお話ししたいのは、

スポーツドクターが私たちに付いてチーム医療を組んでもらう。全力で予防医療・予防医学

でけがをさせない、病気をさせないというふうにして頑張ってやってくれるんですね。ドー

ピングがあるから薬は飲ませられない。こういう方たちが地域医療に帰るとすぐ薬を出す

んです。これは、医者としてさぼっていないかと、いつも言うんですね。でも、診療報酬は、

そこで私は変えていったほうがいいと思うんですけれども、やっぱり対症療法というのは
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スポーツの世界にはあり得ないんです。町を挙げて、国もそうなんですけれども、やはり都

市を挙げて市町村が、それぞれの地域医療を考えていくときに、対症療法ということではな

くて、地域の医療というものを完全な予防医療・予防医学と、健康寿命を延伸するという視

点で医療というものを確立していくことによって、そして今、私たちがスポーツを中心に医

療や福祉や介護や、あるいは素晴らしい食文化、地場産業、芸術、伝統、教育、そして環境

や観光というものを、あの三角の点から、一つ一つの産業を詰めていって、SDGs の丸を描

いて、そして新しい産業を構築させて雇用を生んで、今までにない私は経済というもの、産

業というものを築いていく、そのことの姿が実はオリンピック・パラリンピックなんですね。 

  

これから、いかに心豊かで持続可能な社会をつくり上げていくということは、過去に例を

見ないオリンピック・パラリンピック、そして成熟した国家としてやるべき姿というのは、

世界が注目をするこの東京大会や、あるいはそのレガシーとして札幌大会というふうにな

っていくことによって、ただ単にオリンピックというのはスポーツの祭典ではなくて、今こ

の地球上が抱えている温暖化であったり、あるいは食の問題や感染症の問題やエネルギー

の問題。そういった世界が直面する大きな課題に先進国家として、東京大会を機に全てのこ

の問題を科学技術や、素晴らしい日本の心文化というおもてなし文化も含めて、問題を解決

するための最大限のヒントというものを、この大会でしっかりと世界に発信をする、それが

私は東京大会の役割だと思っております。 

 東京オリンピック、56 年前の経済大国になっていく日本の姿の起爆剤になった東京大会

とは、また違った姿を描いていかなければいけない。いかに心豊かで持続可能な社会をつく

っていく、そのレガシーを、この東京大会で担当大臣として、しっかりと医療やあるいは食、

スポーツ、全てにおいてトップランナーとなる日本である姿を目指していくためにやって

いきたいなというふうに思っております。 

 ちょうど時間がまいりましたので、終わらせていただきますけれども、スポーツとまちづ

くり、まさにスポーツということだけではなくて、国家の威信を懸けた経済と、そして文化

力の戦いに変えるということに、スポーツを置き換えていく時代がもう来ました。そのこと

を、ぜひ各指定都市の皆さま方に、それぞれの都市でのスポーツと健康というものを、まち

づくりのテーマとしてやっていただくことによって、持続可能な社会をつくり上げていく

ことになるなというふうに思っております。私も全力を尽くして担当大臣として頑張って

まいりますので、よろしくお願い申し上げます。きょうは本当にありがとうございました。 

猪飼：橋本大臣、ありがとうございました。 

 

【クロストーク】 

猪飼：皆さま、お待たせしました。それでは、これよりクロストークを始めさせていただき

ます。まず、トークに参加していただく皆さまを、改めてご紹介させていただきます。まず

は、先ほど素敵な大臣メッセージをいただきました。東京オリンピック競技大会、・東京パ



 21 

ラリンピック競技大会担当大臣、橋本聖子様、オリンピアンを代表してフィギュアスケート

で2010年バンクーバーオリンピックに出場されました、小塚崇彦様、指定都市市長会会長、

林文子横浜市長、秋元克広札幌市長、以上の 4 名の皆さまとクロストークをさせていただ

きます。進行は、猪飼でお伝えしていきます。着席させていただきます。 

 クロストークのテーマは、東京 2020 を契機としたスポーツ振興と地域活性化についてで

す。東京 2020 を契機としたスポーツ振興と地域活性化、この東京 2020 を軸に大会前、大

会に向けて、大会後のその先のレガシーと、大きく 3 つのパートに分けてお話を進めてい

きたいと思います。 

 まずは、指定都市市長会の会長でいらっしゃいます、林横浜市長にお願いしたいと思いま

す。林市長、これまで横浜市で開催された大規模な国際スポーツ大会について、ご紹介いた

だけますでしょうか。 

林：改めまして、皆さま、こんばんは。横浜市長の林文子です。本日は、素晴らしいシンポ

ジウムに出席させていただき、秋元市長、ありがとうございます。北海道オール・オリンピ

アンズの方のお話が、とても楽しく素敵でした。また、橋本大臣から素敵素晴らしいお話を

伺い、とても感動しております。 

 それでは、横浜市の国際的なスポーツ大会についてお話をさせていただきます。横浜は

数々の大会を開催していますが、代表的なものの一つは、世界トライアスロンシリーズ横浜

大会です。横浜が開港してから 150 周年のときに、何か記念になることをやろうと考えた

のが、きっかけです。世界トライアスロンシリーズは、世界各国で連戦を続ける、有名な大

会ですが、日本は参加していませんでした。横浜開催のお話をいただき、おかげさまで 2020

年で 11 回を数えることになります。 

 最初は、ご覧になる方も 30 万人を切っていましたが、続けることがとても大事で、今で

は 46 万人を超える皆さんが沿道を埋め尽くし、このシーズンの風物詩になりました。そし

て、横浜市は、花と緑に囲まれた街にするため、「ガーデンネックレス横浜」というイベン

トを開催しています。花や緑にあふれる中、大会を開催できるようになり、楽しい催しにな

っています。横浜の美しい街並みをバックに世界190か国に映像が配信されていますので、

シティセールスにもつながっていると思います。 

 そして、パラトライアスロンシリーズも開催しています。横浜は、パラリンピックに先駆

け、2014 年に国内で初めてパラトライアスロン競技を開催しました。アジアで唯一のシリ

ーズ開催都市であり、3 年連続で開催している世界で唯一の都市でもございます。パラアス

リートとボランティアの皆さん、子どもたちが触れ合って交流を深めることで、障害のある

方もない方も、一緒に、心豊かな社会を作っていきたいと思っています。 それから、日本

の 12 の都市で開催いたしました、ラグビーワールドカップ 2019 です。横浜は、準決勝、

決勝を含めて６6 つの試合を開催する予定でした。１試合は、台風で残念ながら中止となり、

全部で５試合開催いたしました。プール戦の最終試合、日本代表が勝てばベスト８に進出で

きるという重要な試合で、台風 19 号の影響により開催が危ぶまれる状況となりました。横
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浜国際総合競技場、通称日産スタジアムは高床式で、下の駐車場に水が流れる仕組みになっ

ています。近くを流れる鶴見川は、暴れ川と言われていまして、氾濫しやすい川ですが、こ

の時は、鶴見川の水をスタジアムの下の駐車場に引き、浸水被害を免れることができました。

その後、朝 4 時頃から関係者が一丸となって、対応を進め、無事に歴史に残る日本代表ベス

ト 8 が決まった試合を開催できました。本当に、ありがたいことでございます。 

 決勝戦は南アフリカとイングランドでしたが、観客動員数は、スタジアムができてから過

去最多となる 7 万 103 人でした。今後も、この記録は簡単には破られないのではないかと

言われています。選手の皆さん、ボランティアの皆さん、世界各国からいらした観客の皆さ

ん、すべての方々と ONE TEAM となり、街が一つになったようでございました。本当に

スポーツの力を感じました。以上です。 

猪飼：市長、ありがとうございました。先日のラグビーワールドカップの熱気は、会場にい

らっしゃっている皆さまも、まだご記憶が新しいかと思いますけれども、続きまして秋元市

長に伺いたいと思います。札幌市では、1972 年に冬のオリンピックが開催されましたけれ

ども、このオリンピックというのが札幌市のまちづくりに、どのような影響を与えたのかご

紹介いただきたいと思います。 

秋元：きょうは、多くの皆さんにお越しいただきまして、ありがとうございます。また、先

ほど橋本大臣から素晴らしいお話をいただいて、ありがとうございます。1972 年に札幌で、

アジアで初めての冬のオリンピックが開催されました。このときは、パラリンピックは夏の

大会ではあったんですけれども、冬の大会ではまだ札幌大会のときにはありませんでした。

つまり、72 年のときは冬の競技では、まだオリンピックだけという時代でありましたけれ

ども、ここに今は 3 つ、冬季オリンピック 72 年のレガシーとしていわれているものを 3 点

掲げております。一つは、この札幌の街が大きく発展したきっかけになったということであ

ります。地下鉄だとか、高速道路、そして、さまざまな都市インフラというもの。千歳空港

の国際化というのができたのも、このオリンピックがきっかけです。そういう意味では、今

は札幌にある多くの都市インフラというものは、この時にできた。札幌の発展が 20 年早く

進んだというふうに言われるぐらいであります。 

 2 つ目が、国際的に札幌の名前が知られるきっかけになったことであります。それまで札

幌とは「どこ？」というぐらいの感じだったわけですけれども、ちょうど 2 月に冬の大会が

開かれましたので、「さっぽろ雪まつり」というのがこの時期に行われまして、実は開幕前

の 1 週間くらい前に雪まつりを開催しました。本当に今でも多くの方に来ていただきます

けれども、この大雪像が札幌で雪まつりというのがあるということを知られるきっかけに

なったのが、この札幌オリンピックです。まさに、札幌という名前が国際的に知られて、こ

こで雪まつりということが国際的に知られるようになったきっかけ、そのことがその後の

さっぽろ雪まつりは、今はもう世界中の方からスノーフェスティバルに行ってみたいとい

うふうに言っていただけるような、そういうお祭りになった、きっかけになったわけです。

今でも、ホワイトイルミネーションとか、いろいろな大通りのビアガーデンなんかもありま
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すけれども、札幌が国際的に知られるきっかけになったのが、72 年のオリンピックだとい

うふうに思います。 

 3 つ目が、ウインタースポーツ環境という意味では、このときにいろいろな施設が造られ

ました。先ほどのお話にもありました、真駒内のアイススケート競技場とか、それから大倉

山も宮の森も改修といいますか、このオリンピックのためにオリンピック施設として改修

されましたけれども、それが今でも使われております。大倉山のジャンプ競技は、今でも毎

年ワールドカップ、世界選手権なんかも行われておりますし、夏はそこでもサマージャンプ

も行われておりますけれども、観光施設として多くの方に来ていただいています。そういう

意味では、ここにレッドブルの開催とありますが、ジャンプは上から下りてくるんですけれ

ども、この大会は下から上に上って走っていくんですよね。こういう形でオリンピック施設

ができて、それが使われている。 

 札幌ドームも 72 年のオリンピックの時にはありませんでしたけれども、ここに 2007 年

の世界選手権のときに札幌ドームの中に雪を入れて、クロスカントリーの競技が行われま

した。ここは本当に多目的な競技場となっております。あとはスキー場も手稲山、ここで回

転なんかも行われましたので、こういったさまざまな冬の競技をできる施設というものが

できて、札幌が世界中に知られるきっかけになった。それが、今でも使われているというレ

ガシーになっているかなと思います。 

猪飼：ありがとうございます。この夏のマラソン、競歩、そしてサッカーの予選とさまざま

開催されますけれども、そうしたところも、またレガシーとしてさまざまな形で残っていく

のかと思います。さて、ここからのお二方は、アスリートの立場からお話をいただきたいと

思います。小塚さんは、オリンピアンとして 2010 年のバンクーバーオリンピックに出場さ

れて、現在は JOC のオリンピックアンバサダーをお務めになっていますけれども、どのよ

うな取り組みをなさっているんでしょうか。 

小塚：改めまして、JOC のオリンピック・ムーブメントアンバサダーを務めさせていただ

いています小塚と申します。よろしくお願いします。私自身は名古屋の生まれなんですけれ

ども、なぜここにいるんだという皆さんもお思いだと思いますけれども、私、昨年は 15 回

札幌に飛んできました。札幌の魅力にすごく惹かれて、札幌をもっとスポーツを通じて発信

できるんじゃないかなという思いで、今は活動させてもらっています。 

 アンバサダーとしての活動としては、オリンピック・デーランやオリンピック教室という

ことで、オリンピックの魅力だったりとか、あとはオリンピックはどういった思いで開催さ

れているのか、そういったところを中学生や、そしてオリンピック・デーランではたくさん

の方々、約 1,000 名の方々に会場に来ていただいて、実際に一緒に体を動かしながらスポー

ツの良さ、そしてオリンピックの良さを感じていただく。 

 一つここで質問したいと思うんですけれども、皆さん、オリンピックのマークを今、書け

ますか。いかがでしょうか。オリンピックのマーク。オリンピックのエンブレム、五輪のマ

ークがあると思うんですけれども、それを書いてくださいと言われて書ける方はいらっし
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ゃいますか。いかがでしょうか。意外と見ているようで見ていない、書けなかったりすると

思うんです。どこが重なっているのか、色がどこにあるのかだったりとか、そういったとこ

ろ、まず書くのは難しいと思うんです。そういったところを中学生に質問すると、大体は四

輪でアウディのようなマークを書いたりとかするんですけれども。 

 このエンブレムにも意味があります。2 つの意味があります。一つは、この五輪の重なっ

ている意味、そして五輪がなぜ 5 色なのか、この 2 つがあります。1 つ目の五輪が重なって

いるというのは、五大陸といったところまではお答えできる方が多いと思うんですけれど

も、五大陸の団結、五大陸がつながっているんだよという意味が入っています。そして、色

は赤、黄色、緑、黒、青、そしてベースの白色、この 6 色を合わせたら何かを作ることがで

きます。皆さん、いい顔をしていただいています。 

 このオリンピックのエンブレムの色、6 色を使うと、ほぼ全ての世界の国旗を描くことが

できる。ということで、世界はつながっているんだよ、世界は平和なんだよという意味が込

められるということで、平和の祭典といったところがオリンピックと関わっているという

のがエンブレムになっている。そういったものをオリンピック教室を通じて、中学校向け、

中学生向けに話をする。オリンピックってこういったもので、こういう思いがあるんだよと

いうのを伝えているのが、私のアンバサダー活動になります。 

 このアンバサダーとして活動する前に、先ほどご紹介いただいたように、2010 年にオリ

ンピックに出場させていただきました。橋本大臣に断腸の思いで団長を務めていただいた

オリンピックだったんですけれども、そのときに私としてすごく感動したことがあります。

それは、とてもアスリートファーストだったこと。それまで、2006 年までというのは、オ

リンピックは日本選手団全員で移動をして、実際に開会式から閉会式までいなければなら

ないというようなものでした。2010 年からは橋本大臣が団長になられてからは、開会式に

出なくてもいい、閉会式に出なくてもいい。ただ、自分の演技、そして自分のパフォーマン

スが最高にできるように元気に入ってください、というふうに変わりました。そういったと

ころで、多分、日本オリンピック委員会内で戦っていただいた、そのアスリートを思う気持

ちというのが、すごく強かったというのが、僕の 2010 年の思い出になっています。 

 そういった場面、場面といったところで、しっかりと何が最善なのかというのを考えてい

くというのも、オリンピックで感じさせられたこと。そういったものを今は、何か悪いこと

が起こって、苦しいことが起こったとしても、自分の最善のものを選んでいく。自分がどう

いうふうに進んでいけばいいのかを考える、そういったものを子どもたちや、もちろん大人

にも考えていただく、そんな機会をつくっているのがオリンピックのイベントなのかなと

いうふうに思っています。 

猪飼：ありがとうございました。そして、橋本大臣、大臣は 7 回ものオリンピックに出場さ

れていますけれども、そのご経験を踏まえてスポーツそのものの魅力、そしてスポーツの持

つ力、さらには市民に対して何をスポーツがもたらしてくれるのか、どのようなお考えをお

持ちでしょうか。 
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橋本：先ほど、小塚選手、小塚君のほうから、バンクーバーのときの話がありましたけれど

も、私が初めて団長をやって、そのときに最高のパフォーマンスをしてもらうためにどうす

るべきなのかということを考えたときに、まさにアスリートファーストでいこうというこ

とを、そのままやったということだけなんですけれども、でも、なぜ、そういうふうに思っ

たかというふうにいいますと、自分自身がアスリートのときに、あまりアスリートファース

トじゃなかったもんですから、逆に言えば、もっといい成績を上げられたかもしれない。鈴

木靖さんの時代とか、私たちの時代というのは、例えば、オリンピック・パラリンピックと

いうのは教育ですから、教育として、人としてどうあるべきかということから学ばせるとい

うのは当然のことなんですけれども、一方で、せっかく 4 年に 1 度のことであるので、4 年

に 1 度の最高のパフォーマンスをしてもらう、あるいはするためには焦点をそこに合わせ

る。そうすると、あらゆるリスクを背負わせることなくして、そして自分自身が目指す最高

のものをやっていくために、選手というものがファーストであるべきだなと。 

 例えば、開会式一つにしても出たい選手はもちろんいるので出ます。でも、後半のほうの

競技の選手は、出たくても当然後から来なければいけないので、開会式は出られないので閉

会式だけとなったり、そのときのパターンによるんですけれども、いろいろあるんですね。

でも、私が選手の頃というのは、オリンピックの開会式も全て立ったままだったんです。大

変な足がぱんぱんになって、それでも座ってはいけないとか、規律正しくしなさいというふ

うなことなんですけれども、あした、あさって試合の選手も同じようなそういうふうな場所

になりますと、これは出たくないと思うわけですね。 

 私自身がそうだったものですから、そういったこと一つ一つを経験していくと、やっぱり、

IOC、国際オリンピック委員会も変わっていくべきだ。JOC も変わるべきだというふうに

思いまして、そこからいろんな意見を言って、そしてここ数回のオリンピックからは、入場

行進をしてきたら選手たちは観客席に座るようにしたんですね。そうすることによって一

体感を持って、オリンピック・パラリンピックを楽しめるようにということで、体に負担を

掛けず一緒になって楽しむという、私自身が経験してきたことを、そのまま通り過ぎるとい

うことではなくて、変えていくべきところはしっかりと変えて、守るべきところは守ってい

くというふうなことが一番重要ではないかということで、先ほど小塚君がお話ししたこと

につながっていくんですけれども。 

 もう一方では、やはり、先ほどの話になりますけれども、オリンピック・パラリンピック

というのは、すごくお金がかかると言われています。お金がかかるからやらないのか、でも

未来への先行投資としてお金をかけるのかというふうに考え方を変えれば、全く変わって

くる大会になるんですね。無駄だと思うか、未来のためにやるべきことが、しっかりと見え

てくるまちづくりをするのかとなったときに、札幌の街が変わったというように、今回の東

京も無駄ということではなくて、未来への投資をするんだ、それが持続可能な社会をつくり

上げていくんだということの、メッセージ性を持って大会をしなければ大きな間違いをす

ることになるものですから、そのことをしっかりと伝えていけるような大会にしたいなと
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いうふうに思います。 

猪飼：ありがとうございました。2 つ目のパートに参りたいと思いますけれども、東京 2020

の成功に向けてというテーマで進めたいと思います。オリンピック開幕まで、いよいよ半年

を切りました。まずは、秋元市長に伺います。札幌市は、去年 11 月にマラソン、競歩の開

催が決定したわけですけれども、札幌開催の意気込みを動画と併せてご紹介いただけます

でしょうか。 

秋元：それでは、マラソンコースの動画を見ていただきながら、お話をさせていただきたい

と思います。 

 まず、スタート地点ですけれども、大通公園になります。テレビ塔を背景に、ここを 2 周

します。大通公園を 2 周して、まず大通り公園から見る札幌の風景を全世界に流す。35 億

人の方々が、恐らく、オリンピックを観戦するだろうというふうに言われています。次に、

北海道大学に入ります。北大の構内を緑の中を抜けていく形になります。まさに、北海道ら

しい、札幌らしい風景を、ここは 3 周しますので、恐らく一番多くの方にここを楽しんでい

ただけるんじゃないかなというふうに思います。そして、北海道庁、赤れんがのところです。

ここから赤れんがを後ろにしまして入っていきます。道庁の赤れんがを背景にしながら、大

通りに戻ってさらに北へ行って、北大の中を含めて 2 周を走るというコースになります。 

 そういう意味では、映像的にも北海道、札幌らしいところを発信して、多くの方に楽しん

でいただけるんじゃないかなというふうに思います。ただ、スタジアムではないものですか

ら、今ここにありますように、有森裕子さんが優勝されたときに優勝ランといいますか、国

旗を背負って走りましたけれども、こういった場所をどうしようかというのはこれから調

整になります。例えば、右側にありますけれども、ファイターズの優勝パレードのように、

札幌駅前通、大通などを優勝された方々の勝利ランといいますか、こういったものができる

といいかなと、こんなふうに思っていまして、これから組織委員会などと調整をしていきた

いと思っています。 

 そして、オリンピックが終わった後に、ここを聖地として使っていけるようになればいい

なと思っています。日程は、ここにありますように 7 月にサッカーの 1 次リーグが行われ

まして、8 月の 6 日、7 日が競歩であります。それから、マラソンということです。競歩は、

先ほどもオリンピアンズのトークの中で、メダル獲得のチャンスがかなりあるということ

でありまして、なかなか競歩を見る機会というのはありませんので、ぜひ競歩という結構特

殊な歩き方をします競技を楽しめることができれば良いなというふうに思いますし、まさ

に去年のラグビーのワールドカップじゃないですけれども、本当に時間のない中でこれを

成功に結び付けていくという意味では、オール北海道で全ての人たちが、これからボランテ

ィアのお願いをまたしていくことになろうかと思いますけれども、オール北海道で ONE 

TEAM で、この大会を盛り上げていければなというふうに思っていますし、また、こうい

う感動を北海道、札幌で味わいたい、体験をしたいという声につなげていきたいなと、こん

なふうに思っています。 
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猪飼：ありがとうございました。続いて、林市長に伺います。林さん、横浜でも東京 2020

大会のさまざまな競技が開催されますけれども、その開催に向けた取り組みについてお伺

いしたいと思いますが。 

林：ありがとうございます。今、秋元市長がご説明されましたが、札幌市をはじめ、5 つの

指定都市で競技が競技開催されます。そして、16 の指定都市がホストタウンとして、懸命

に準備をしているところです。 

 横浜では、サッカー、野球、ソフトボール競技が開催されます。サッカーは、昨年ラグビ

ーワールドカップが開催された日産スタジアムで、決勝、準決勝を含む 1111 試合が行われ

ます。日産スタジアムは、FIFA ワールドカップ、ラグビーワールドカップに続き、今度の

オリンピックと、世界三大スポーツイベントが開催される、世界唯一のスタジアムになりま

す。 

 また、横浜市は、現在、英国をはじめ、アフリカやヨーロッパなど、8 か国のホストタウ

ンになっています。これまで、各国のオリンピック選手や関係者の皆さんと、例えば、イギ

リスの共生社会文化をテーマにした体験プログラムの開催など、スポーツにとどまらず、文

化・教育など幅広い分野で交流を深めてきました。こうした取り組みを積み重ね、世界各国

との友好を深めていきたいと考えています。 

 横浜市では、2002 年の FIFA ワールドカップを機に、多くの市民ボランティアの輪が広

がっています。東京 2020 オリンピック・パラリンピックの大会期間中は 2,700 名の都市ボ

ランティアの皆さんとともに誠心誠意のおもてなしをします。横浜市が一体となる、素晴ら

しい時間だと思います。 

 それから、本日も北海道オール・オリンピアンズの方たちが、のびやかにお話されていて

感動しました。1 回北海道オール・オリンピアンズのように、オリンピック・パラリンピッ

クに出場した方が集まっている会は横浜にはないと思います。今後研究していきたいと思

います。横浜市でもオリンピアン・パラリンピアンと子どもたちが触れ合う機会を積極的に

作っています。東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会開催が決まってから、市内の

小中学校 247 校にオリンピアン・パラリンピアンの皆さんをお招きして、講演や実技指導

などの特別授業を行っています。このように一流の選手と触れ合う経験というのは、素晴ら

しい経験です。東京 2020 オリンピック・パラリンピックは、人が生きていく上で大事な愛

を含んでいる大会だと思いますので、それを心に命じてやってまいります。ありがとうござ

います。 

猪飼：ありがとうございました。本当に皆さまご多忙でいらっしゃいますので、この後のス

ケジュールもございますので、今、紙が入ってまいりましたが、この後はお 1 人さま 2 分

以内、ないしは 1 分半以内でコメントをお願いいたします。続いて、小塚さん、お願いいた

します。駆け足でまいりたいと思います。アンバサダーとして、ご自身の東京 2020 大会に

向けた機運醸成の意気込み、それから札幌秋元市長、それから横浜の林市長に向けたメッセ

ージをお願いしたいと思います。 
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小塚：私からコメントすることはないんですけれども、でも僕自身も 98 年の長野オリンピ

ックを見てオリンピックに出場したいというふうに思いました。思って帰ってきたら、たま

たま父が 68 年のオリンピックに出場していたということもあって、バッジを見せてもらい

ました。そのときに、このバッジが欲しいといったところからオリンピックを目指し始めた

んですね。なので、そういうふうに何かしらオリンピックというものを契機に子どもたちだ

ったりとか、もちろん高校生であろうと、大学生であろうと、スポーツ、オリンピックに挑

戦する権利というものはあると思います。なので、ぜひオリンピック・パラリンピックをし

っかりと開催していただいて、全ての方に権利があるこのスポーツをやるという権利を示

していただけたら、嬉しいなというふうに思っています。 

 そして、少しだけ告知をさせていただきたいんですけれども、中にパンフレットが入って

いたと思います。2 月 24 日にオリンピックという名前は使えないんですけれども、オリン

ピアンが感じたものを皆さんに感じていただく、そんなイベントを開催します。こちらは、

札幌オリンピック 2030 の機運醸成といったところを、少し考えてやっているものと、あと

2020 のオリンピック、マラソンだったりとか、サッカーだったりとか、マラソンに関して

いうと有森裕子さんに来ていただいて、北海道マラソンでオリンピックを決められました

よね。なので、北海道について地の利はしっかりと把握されていると思うので、みんなと一

緒に歩きながら北海道の札幌で開催される東京オリンピックは、どういったところにポイ

ントがあるのかとか、そういった話を聞けるのかなというふうに思っています。参加は無料

になっていますので、ぜひご親族だったりとか、お友達だったりとかをお誘いいただいて、

参加していただけたら嬉しいなというふうに思っています。 

 ちなみに開会式には、オリンピックといえばアーティストの方が来て、歌唱を披露してい

ただくこともあると思うんですけれども、地元の歌手の大黒摩季さんに来ていただいて、歌

唱を披露していただきます。何を歌っていただくのかは、まだ秘密ということで、ぜひ会場

に足を運んでいただいて、一緒に楽しみたいなというふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

猪飼：ありがとうございました。来週のイベントの PR もしっかりとコンパクトにまとめて

いただきました。ありがとうございました。さて、橋本大臣に伺いたいと思います。ここま

で秋元市長、林市長、そして小塚さんと、それぞれの 2020 大会の成功に向けた思いという

のを語っていただきましたけれども、改めて橋本大臣にオリンピック・パラリンピック担当

大臣として、その東京 2020 大会に向けての思いをお聞かせいただきたいと思います。 

橋本：ありがとうございました。ちなみに林市長は、右脳はばっちり動いていると思います。

そうしないと、これだけの若さと美貌は保てないと思いますので、よろしくお願いします。

そして、2020 年東京大会の私自身としては、やはり感染症が今は一番大きなテーマになっ

てきましたので、初めてのことなんですけれども政府側に私は今回立ちました。やはり、現

場を少なくとも知っている者としては、各全ての競技団体、オリンピックの種目でない、パ

ラリンピックの種目でない競技も含めて、全ての開催都市と、そして組織委員会、東京都、
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JOC、JPC、全ての競技団体の皆さんに責任者に集まっていただいて、そして感染症対策の

窓口をつくるということで、話し合いをさせていただくことを先日やったんですけれども、

安心と安全の大会というものが、いかに日本としてやるべきなのかということ、そのことに

よって、これから東京の大会を通じて、今まさに直面する地球規模の課題の解決に向かって、

しっかりとやっていきたい、そのことに尽きるというふうに思っていますので、全力で頑張

ります。ありがとうございます。 

猪飼：ありがとうございました。さて最後のパートにまいりたいと思いますけれども、東京

2020 後のその先に向けてというテーマについて伺っていきたいと思います。まず、林市長、

東京2020大会のレガシーについて、どのようにお考えかお聞かせいただけますでしょうか。 

林：私は、新千歳空港からこの会場に向かう途中、トワ・エ・モアさんの「虹と雪のバラー

ド」という歌を思い出しました。1972 年、私はそのとき 26 歳で結婚して 3 年目でした。

真っ青な札幌の空、輝くような白銀の世界、そこに跳躍するアスリートも、流れていたあの

歌も生涯忘れられません。1972 年の札幌オリンピック想い、そして今回、2020 年のマラソ

ンのコースを拝見し、とても素敵で感動しました。生で見ることが一番大事なことです。生

のアスリート、オリンピアン・パラリンピアンを見ることはなかなかありません。ぜひ、皆

様にお願いしたいと思います。ここにいらっしゃる方は全員賛成だと思います。私が 26 歳

の頃、感じた北海道への憧れと夢、あの思いをもう一度味わわせていただきたい。もし招致

されたら私は 84 歳ですが頑張ります。大会運営や選手観客へのおもてなし、文化プログラ

ムやインフラ整備、ソフト、ハード、文化的にも札幌は素晴らしい街街です。札幌文化芸術

劇場「hitaru」を造り、右脳と左脳のバランスが取れた札幌です。世界中の人にこの札幌を

見せてあげてほしい。皆さん、よろしくお願いします。指定都市全体で応援しますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。今日は、ありがとうございます。 

猪飼：ありがとうございます。指定都市市長会の会長、林市長から力強いお言葉をいただき

ました。続いて小塚さんに伺いたいと思います。小塚さんには、スポーツイベントの開催を

通じて地域活性化という大きな夢があると伺っていますけれども、その夢についてお聞か

せいただけますでしょうか。 

小塚：今、林市長がおっしゃられた指定都市、全部の指定都市で応援してくださるというこ

となので、冬季のウインタースポーツ出身の者としては、すごく心強い言葉をいただいたな

というふうに思っています。ぜひ、ウインタースポーツフェスティバルも横浜で開催させて

いただければなというふうに思いますし、本当にオリンピックが育む愛というものを全国

で感じて。残念ながら 2020 について言うと、まだまだ僕の出身の名古屋では盛り上がって

いる気がしないなというふうに感じているところで、実際に多分、開催されればどんどん、

どんどん盛り上がっていくと思うんですけれども、2030 に向けては、これは 2020 のレガ

シーとして 2030 札幌大会が開催される前から、少しずつオリンピック・パラリンピックを

盛り上げていけたらいいなというふうに思っていますので、ぜひ今後も引き続きよろしく

お願いします。 
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猪飼：ありがとうございました。では、橋本大臣に伺います。ご来場の皆さまに大臣がお考

えになる、東京 2020 以降の夢、そして 2030 年冬季オリンピック・パラリンピック招致へ

向けたメッセージをいただけますでしょうか。 

橋本：ありがとうございます。やはり、非常に科学技術が進歩していく中で、もちろん便利

な社会をつくっていくということは、少子化、あるいは人手不足ということを考えていくと、

AI とか、IoT、ビッグデータとよく言われますけれども、大変便利な社会になっていくと思

うんですね。でも、それを動かすのも人だと思うんです。この人が動かしていく中で、やは

り、困難なことにチャレンジをするということは人の成長だと思うんです。 

 今の若い世代の子どもたちは、そういった科学技術、あるいは便利な社会の中で生きてい

くことによって、なかなか苦労するといいますか、困難なことに直面するということを、周

りは避けようとさせるものですから、安心・安全が保てなければそれはいけないと思うんで

すけれども、でも自らの成長を遂げていく過程においては、努力をするということ、我慢す

るということ、諦めないということというのは、成長の過程で非常に大切なんですけれども、

それを今、社会がつくることができるかというと、昔に比べて非常に少なくなってきている

んだと思うんですね。なので、今こそスポーツを通じて自らを鍛え上げる、自らを切り拓い

ていこう、そして困難なことに直面することがいかに自分自身の将来のためにつながって

いくんだということを教えるためには、やっぱりスポーツというのは最大の教育の場でも

あると思いますので、そのことを一つの大きなテーマとして、2020 年の大会から人づくり

というものに、もう一度しっかりとこの国が向き合っていけるような、レガシーをつくって

いきたいというふうに思います。 

猪飼：ありがとうございます。秋元市長、林市長、小塚さん、そして橋本大臣から未来に向

かってのメッセージをいただきました。秋元市長にも最後の締めくくりとしまして、2020

大会のその先についてお話しいただきたいと思います。 

秋元：先ほど大臣のお話の中にもありましたように、1964 年の東京大会とか 72 年の札幌

大会というのは、高度成長期で街が発展をしていく途中の本当にそのきっかけとなる大会

だったと思うんですね。よく言われるのは、じゃあこの成熟した都市の中で、今このタイミ

ングでやるオリンピック・パラリンピックはどういう意味があるんだろうかというふうな

質問があります。まさに先ほど大臣がお話しされたように、今、直面しているいろいろな課

題を解決していくきっかけというふうに、この大会をしていく必要がある。2020 年のレガ

シーを生かしていく、それを 30 年に向けていくということだろうと思うんですね。 

 具体的には、例えば、超高齢化が進んでいます。健康寿命を延伸させるために、先ほど大

臣のお話の中で予防医学とかスポーツ医学という素晴らしい研究がされていて、それを日

常の市民生活の中に取り入れていくことは、まさに予防医学であったりするわけですね。そ

の健康寿命を長くしていくということにつながっていくというふうに思います。 

 もう一つ、この冬、今年は札幌も雪が少ないというふうに言われました。ヨーロッパでは、

ほとんど雪がありません。だんだん、この冬の大会をやる場所がなくなってきている。気候
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変動ですね。気候が大きく変わってきている。地球の温暖化ということです。まさに、この

地球温暖化に対応していく方策を、今、やっていかなければいけない。ちょうど 2030 年に

札幌が目指している冬季オリンピックの大会は、SDGs の持続可能な開発目標の目標年次で

す。つまり、今後の持続可能な社会をつくっていくためのステップ、プロセスにしていく。

先ほど大臣がお話になったように、子どもの将来の教育ということもあると思いますし、先

ほどの健康の問題、そして環境の問題。パラリンピックが今度は札幌で初めて行われるとい

うことになりますので、共生社会、まさに共生。健康、環境、共生、それが経済とか観光の

さらなる発展につながっていけばいいなというふうに思っていまして、次の時代につなが

っていくものを、この 2020 年から 30 年にかけて、さらにはその 30 年に向けて進めてい

く、さまざまな課題を解決していくものとして、スポーツを通じて実現していければいいな

と、このように思っています。 

猪飼：ありがとうございました。本当は皆さまのお話を、もうちょっとじっくりと聞きたか

ったという方も多いと思いますが、お時間の都合もありまして、これをもちましてクロスト

ークは終了とさせていただきたいと思います。ご登壇いただいた皆さま、誠にありがとうご

ざいました。どうぞ拍手でお送りください。 

 


